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Figure 1.  40秒間のペグ挿入本数 
 
 課題（道具使用・BPO)×手（左・右）の分散分析を行ったところ、課題の主効果（F (1, 29)
＝4.68, p  <.05）、手の主効果（F  (1, 29)＝220.76, p  <.01）、課題×手の交互作用（F  (1, 29)
＝185.20, p <.01）において有意差があった。右手においては、課題による単純主効果が有意で
（F  (1, 29)＝5.07, p  <.05）、左手においても、課題による単純主効果が有意であった（F  (1, 
29)＝86.03, p <.01）。さらに、各課題において左右差を検討した。道具使用課題では、手によ
る単純主効果が有意（F  (1, 29)＝505.55, p  <.01）、BPO課題では手による単純主効果が有意
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